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『銀河鉄道の夜』をイメージした「SL銀河」
　東北の復興支援と地域の活性化を目的として、
2014年４月から釜石線の花巻～釜石間で運転
を開始した「SL 銀河」。釜石線沿線を舞台に描
かれた宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』を代表的な
テーマとして列車全体をプロデュースしており、
宮沢賢治の世界観や空気感、生きた時代を共有
することで、東北の「文化・自然・風景」を感
じられる車内空間に仕上げられています。
　2022年は初冬まで2023年は春のみの運行予
定。この機会に沿線の魅力を楽しんでみてはい
かがでしょうか。

表紙の写真

〈画像提供：JR盛岡支社〉
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　本年８月より岩手県退職教
職員互助会の理事長に就任し
ました。諸先輩方の志を受け
継ぎ、全国に誇る退教互の制
度維持・発展をめざして参り
ますのでどうぞよろしくお願
いいたします。
　さて、1961（昭和36）年に日本初の退職者の
ための医療互助制度として誕生した退教互も、
今年設立61年目を迎えております。組合員の退
職後の生活の安定を図るために、当時の岩教組
の先輩方のご尽力により設立され、全国に類を
見ない組合員のための生涯福利厚生制度として
維持されてきた退教互ですが、今後も退職会員
の皆さんのご理解・ご協力のもと、現職組合員
がその互助の精神を受け継ぎ、維持発展させて
いく決意です。
　未だ新型コロナウイルス感染症の終息は見え
ず、地区連絡会等も縮小した形での開催とな
り、会報などでのお知らせが多くなるかと思い
ますが、早期の終息を願いつつ、退教互会員の
皆様のご健康とご多幸をお祈りし理事長就任の
挨拶とさせていただきます。

　退教互は1961年10月の設立
から62年目を迎えようとして
います。互助の在り方は「助
け合い」、「支え合い」です。
この互助の精神を踏まえて

「退教互」を設立した先輩方
に敬服するばかりです。
　社会保障本来の考え方は最初に「公助」があ
り、続いて「共助・互助」そして最後に「自助」
となるのですが、ここ数年来最初に「自助」、
次に「共助・互助」、そして最後に「公助」と
逆の考え方が浸透してきた感があります。社会
保障費の財源不足を理由に増税され続けている
消費税も全てが社会保障に使われているわけで
もなく、医療費負担増となる後期高齢者2割負
担も10月から開始されることで自己負担が増え
ていきます。
　組織としては現職者の定年が段階的に延長さ
れることによる課題、児童生徒の減少による教
職員数の減少、業務の内製化や資産運用環境の
悪化など退教互を取り巻く環境は厳しい状況です。
それでも知恵と工夫を出し合い、そして改革を行
いながら社会情勢の変化に対応できる退教互と
なるよう努めていきたいと考えております。

互助の精神を、退職会員互助の精神を、退職会員
・現職組合員とともに・現職組合員とともに
理事長　　理事長　　佐藤　　工佐藤　　工

退教互の維持と退教互の維持と
　　継承をめざして　　継承をめざして
専務理事　　専務理事　　川村　　元川村　　元

　去る 6月 2日、東京で開催された全国教職員互助団体協

議会の第 73回総会に於いて、多年にわたり互助団体の発展

に寄与された本会の佐藤理事長が表彰されました。

　佐藤理事長にはこれまで理事 4年、監事 6年の長きにわ

たり退教互の運営 ･発展にご尽力いただきました。

　改めてご功労を称え、感謝申し上げます。

佐藤 工 理事長が永年勤続表彰佐藤 工 理事長が永年勤続表彰
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☆一部負担金の割合が変わった方は、新しい高齢受給者証、後期高齢者医療被保険者証の
コピーをご送付ください！

　岩手県国保（市町村国保）及び後期高齢者医療にご加入の方々は、毎年８月に保険証の更新
が行われます。新しい高齢受給者証、後期高齢者医療被保険者証に記載されている「一部負担
金の割合」が、更新前と変わりないか、今一度ご確認をお願いいたします。
　「一部負担金の割合」が更新前と変わった方は、退教互へのお届け（コピーの提出）が必要
です。まだ退教互へコピーを送っていない方は、早急にご送付をお願いいたします。

（FAX送信可　019−623−3349）
※健康保険証と高齢受給者証が一体化された市町村もございます。

※加入健康保険等の区分の〇で囲む欄は次のようになります。

　令和４年10月１日から一部負担金の割合に「２割」が新設されます。そのため今年は後期
高齢者医療被保険者証が２回届きます。10月以降にご使用いただく後期高齢者医療被保険者
証（水色）が届きましたら、コピーのご送付をお願いいたします。

（FAX送信可　019−623−3349）
※９月から75歳になられる方の後期高齢者医療被保険者証は１回のみのお届けとなりますの
でご注意ください。

―70歳以上の皆様―

 後期高齢者医療にご加入の方へのお願い  後期高齢者医療にご加入の方へのお願い （75歳以上の皆様へ）（75歳以上の皆様へ）

高齢受給者証の一部負担金の
割合が

２割の方は→３５２に〇
３割の方は→３５３に〇

令和４年10月１日から一部負担金の割合が２割の方は診療報酬請求書の４０２に〇

後期高齢者医療被保険者証の
一部負担金の割合が

１割の方は→４０１に〇
３割の方は→４０３に〇

☆�９月中にもう一度新しい後期高齢者医療被保険者証（水色）が届きますので、コピーを
ご送付ください。

☆一部負担金の割合が変わった方は診療報酬請求書への記入の仕方が変わります。

８月から保険証の負担割合が変わっていませんか？８月から保険証の負担割合が変わっていませんか？

さらに
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　2022年３月25日に行われました2021年度第２回理事会にて療養費の月合計控除限度額経過措
置の取扱いについて、正味財産の推移、療養費支払額支払件数の推移の状況を検討し、2023年
３月31日まで経過措置を2025年３月31日まで継続することで承認されました。

１割負担者＝１医療機関につき月1,000円（月合計控除限度額3,000円）
２割負担者＝１医療機関につき月2,000円（月合計控除限度額4,500円）
３割負担者＝１医療機関につき月3,000円（月合計控除限度額6,000円）

「控除限度額の経過措置 2025年 3月まで延長」へ

整骨院・接骨院にかかる場合、健康保険の対象とならない場合もございます。
（詳細についてはかかりつけ医へお問い合わせください。）

健康保険の対象となる場合
・急性などの外傷性の打撲・捻挫および挫傷（肉離れなど）骨折・脱臼
　（主な負傷例）
　日常生活やスポーツ中に転んで膝を打つ、足首を捻る等の原因で急に痛みがでたとき

健康保険の対象とならない場合
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労
・脳疾患後後遺症などの慢性病や症状の改善が見られない長期の施術
・保険医療機関で同じ負傷等の治療中のもの
・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷など

注意事項
　（1）整骨院や接骨院に負傷の原因を正しく伝えましょう。
　（2） 「ついでにほかの部分も」や「家族に付き添ったついでに」といった「ついで」

の受診は健康保険の対象外です。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ
　10月から自己負担が１割、２割、３割（現行１割、３割）に変更になります。
　「高額療養費」の口座登録がされていない岩手県内在住の会員様に後期高齢者医療広域連合
もしくは各市町村から10月上旬以降、申請書が郵送されます。
　申請書がお手元に届きましたら、後期高齢者医療広域連合（各市町村）には提出せず退教互
事務局へご連絡ください。

整骨院・接骨院で治療を受けられる方へ
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組織財政検討委員会答申において
現職会員の「入会年齢制限」の撤廃が決定！
組織財政検討委員会答申において
現職会員の「入会年齢制限」の撤廃が決定！

　2020年～2022年にかけて検討を重ねてきた組織検討委員会の答申の中で「入会年齢制限」が
撤廃され、2022年10月1日より実地することになりました。
　答申書は、去る３月25日に熊谷智徳検討委員長から金田一文紀理事長に提出され、５月26日
の理事会において可決承認されました。
　答申書の内容は下記のとおりです。

１ ．現職会員の加入年齢制限についてはこれを撤廃する。掛金月額については、これまで
と同様とする。
　　このことにより次の効果が期待できる。
　　・現職会員の増加が見込まれること。
　　・ 退職時に「未済月」のある現職会員が少なくなることが予想され、「任意退会」を

減らす効果（移行率のさらなる向上）が見込まれること。

　これまで加入年齢は、満30歳になった翌年度４月に加入という制限を設けていましたが、
年齢制限撤廃により、組合加入と同時に退教互に入会できるメリットもありますので、さらな
る現職会員拡大に向けた取組みが必要になります。
　つきましては退教互に加入されていない現職会員へお声がけのご協力をお願いいたします。

2022 全国教職員囲碁大会岩手県予選2022 全国教職員囲碁大会岩手県予選
　今年度も全国教職員囲碁大会岩手県予選は新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、中止さ
せていただくことになりました。何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

『全ての世代が安心して暮らせる持続可能な社会保障制度の確立と
教職員が教育に専念できる環境整備を求める陳情』
『全ての世代が安心して暮らせる持続可能な社会保障制度の確立と
教職員が教育に専念できる環境整備を求める陳情』

　先日、お送りしておりました陳情署名用紙ですが、まだご提出されてない方はご協力よろし
くお願いいたします。郵送先は退教互まで（020－0022  盛岡市大通１－１－16）
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第51回岩手教育芸術祭美術展
期間　11月12日（土）～15日（火）　9：00～17：00（最終日は15：00）
場所　岩手教育会館 特設会場（盛岡市大通一丁目１－16・TEL 019－623－3301）

……美術展作品募集要項……

●絵　　画 （日本画・洋画・版画・水墨画）　50号以内　額装（１人１点）
●デザイン 全紙以内　パネル（１人１点）
●彫刻･立体 150cm×100cm×100cm以内　重さ50kg以内（１人１点）
●工　　芸 150cm×130cm×50cm以内　重さ50kg以内（１人１点）
●現代美術 120cm×120cm×50cm以内　重さ20kg以内（１人１点）
●書道一部 本紙242cm×61cm以内（縦作品）
 本紙180cm×70cm以内（縦･横自由）
　　　二部 本紙136cm×35cm以内（縦･横自由）
 一部、二部とも額装または軸装。ただし、軸装の場合　縦の長さ240cm以内とする。
 二部は半切以下の半紙や色紙等の小品も可とする（一部､ 二部それぞれ､ １人１点まで）
●写　　真 四ツ切以上大全紙
 （額装またはパネル68㎝×57.5㎝）まで。

組写真不可。デジタル作品は、加工不可。（１人２点以内）

 ☆いずれも未発表の作品に限る。規格以外の作品は審査対象外とする。
 ☆出品料　無料　　☆応募〆切　10月28日(金)
 ☆詳細は、下記事務局へお問合せください。

岩手教育芸術祭事務局 ☎ 019－623－3301 へ.

いしがきミュージックフェスティバル

◇日　時　　９月23日（金･祝）10：30

◇場　所　　ISHIGAKI ステージ 他

◇入場料　　全会場無料

◇出演者　　ゲストアーティスト及び

　　　　　　アマチュアアーティスト等

コーラスネットワークいわてコンサート

◇日　時　　11月５日（土）13：30
◇場　所　　岩手教育会館　多目的ホール
◇入場料　　500円（高校生以下無料）
◇出演者　　岩手県内コーラスグループ
　　　　　　コーラスネットワークいわて
　　　　　　加盟団体

2022 公益文化事業2022 公益文化事業

※新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては中止になる場合があります。
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■おくやみ申し上げます＜敬称略＞ 会報95号掲載以降の方々です。退教互から
香奠を給付し、ご冥福をお祈り致しました。

【盛岡地区】
海野　政雄 2021年11月24日 95歳
花坂　　經 11月30日 91歳
揖斐マツエ 2022年 1月 5日 101歳
佐藤和喜男 1月21日 89歳
佐藤　トモ 2月 8日 　92歳
斎藤　ヨシ 2月12日 99歳
加藤　昭夫 2月17日 89歳
千田　了一 2月20日 75歳
柵山ヨシエ 2月22日 95歳
寺澤　キミ 3月 1日 77歳
昆　　玉子 3月 7日 98歳
佐藤　キエ 3月 8日 92歳
菊池　　修 3月 8日 88歳
室野　四郎 3月22日 89歳
小國　保弘 3月27日 93歳
千葉恵美子 3月28日 91歳
坂下　　滋 4月 9日 91歳
畠山　靖彦 4月10日 84歳
日比野哲太郎 4月13日 76歳
小笠原廣美 4月14日 80歳
照井　俊男 5月10日 85歳
阿部　潤子 5月18日 72歳
徳田　　勲 5月24日 82歳
伊藤　一治 5月27日 91歳
菅原　章子 5月28日 77歳
吉川　敏仁 6月 1日 93歳
千葉　忠藏 6月 9日 90歳
大沼　恭子 6月11日 86歳
和田誠二郎 6月11日 84歳
及川　宗男 6月12日 88歳
米澤　志良 6月12日 86歳
徳山　立子 6月14日 99歳
横澤　新平 6月23日 88歳
本多　清士 6月28日 90歳
小山　格郎 6月30日 90歳
辛　　文則 7月 6日 75歳
兼平　敬一 7月 8日 92歳
及川ヨシミ 7月14日 97歳
村上　　徹 7月25日 85歳
小原　兄悦 8月 9日 91歳

【岩手地区】
里館　敦子 2021年10月23日 91歳
主濱　尅子 12月27日 79歳
武田　敬悟 2022年 2月 6日 88歳
村本　　清 2月18日 84歳
久慈　　滿 3月 9日 77歳
佐野　洋子 4月15日 88歳
齊藤キヨミ 4月28日 90歳
相原　ツエ 5月 6日 99歳
鈴木　　實 6月 7日 88歳
遠藤　純司 6月20日 99歳

【紫波地区】
西郷　哲子 2022年 3月 4日 89歳
高橋　龍雄 3月24日 80歳
川又　良男 5月22日 90歳
佐々木正剛 6月 3日 84歳
伊藤　　修 6月 4日 67歳
新沼ヤエ子 6月 5日 79歳
菅原　　晟 6月18日 89歳
佐川　幹夫 6月21日 82歳
中野多喜子 7月11日 90歳
上斗米隆夫 7月18日 86歳
須賀原茂夫 7月20日 91歳

【稗貫地区】
川村　　昂 2021年12月26日 90歳
小田島トメ 2022年 2月19日 94歳
大冨　靜信 2月25日 83歳
小原　　旭 3月 3日 83歳
猫塚　ミネ 3月 6日 97歳
髙橋　重實 3月 8日 90歳
晴山　輝子 3月15日 85歳
藤田　知行 3月31日 90歳
大原　悦子 4月 8日 81歳
佐藤　　浩 5月 2日 91歳
浅沼　吉内 5月 6日 96歳
長田　尅哉 5月17日 92歳
瀬川　　協 6月 3日 91歳
桐野　淳子 6月 5日 94歳
菊池　裕志 6月17日 84歳

【稗貫地区】
宮森　祐昭 2022年 6月26日 94歳
多田　一造 7月 3日 85歳

【和賀地区】
佐藤　綾夫 2022年 1月16日 78歳
髙橋　武久 2月 2日 82歳
高橋　弘子 2月17日 89歳
大鷹　三雄 2月27日 87歳
菅原　浩子 3月23日 92歳
高橋　金雄 4月 6日 92歳
佐々木昭介 4月 6日 90歳
木村　幸子 4月10日 93歳
北條　チヱ 4月10日 91歳
菅原　　榮 4月13日 97歳
早坂　俊男 4月13日 87歳
高橋　康夫 5月 1日 90歳
南川チヨ子 5月11日 92歳
菊池　良吉 6月 7日 90歳
昆　　聰子 6月14日 93歳
深澤　トシ 6月22日 95歳
豊田　洋子 6月28日 94歳
藤本　征夫 7月16日 81歳
及川　　一 7月19日 79歳
三浦　元三 7月21日 88歳
平野由美子 7月30日 88歳
小笠原祐二 8月 9日 92歳

【胆沢地区】
遠藤　静子 2022年 2月11日 91歳
菅野　正年 2月20日 88歳
倉成　隼人 2月21日 93歳
菊池　ミツ 2月21日 88歳
畠山吉四郎 2月26日 87歳
小林　敎通 3月 1日 90歳
松尾　忠嗣 3月18日 76歳
相原　巳生 3月26日 92歳
英　　二男 3月29日 86歳
八重樫慶悦 4月 1日 90歳
梅森　サタ 4月 5日 93歳
和井内京子 4月 7日 83歳
山内　一枝 4月21日 80歳
千葉千枝子 5月16日 97歳
金田一正行 5月18日 83歳
桐野　　繁 6月29日 80歳
佐々木典子 7月 6日 85歳
小池　節子 7月16日 91歳
佐々木佐一 7月20日 92歳
佐々木一夫 7月31日 91歳
佐々木いく 8月 6日 93歳
千葉　繁男 8月14日 92歳
千田　　寛 8月16日 85歳

【江刺地区】
菊地　キヨ 2022年 2月20日 90歳
伊藤　忠子 3月 4日 97歳
後藤　千代 5月12日 97歳
今野　久子 5月21日 90歳
菅野イチヨ 7月29日 102歳

【西磐井地区】
吉田　元子 2022年 3月14日 91歳
佐々木宏伸 3月19日 85歳
菅原　武貴 4月 6日 90歳
佐藤　正一 4月28日 90歳
佐藤　憲一 5月 1日 65歳
小林　　正 5月 8日 100歳
柏崎　　魏　　 5月16日 89歳
船越　幸喜 6月 3日 85歳
石川　俊治 7月17日 92歳
千葉　　律 7月21日 88歳

【東磐井地区】
阿部クニ子 2022年 2月14日 78歳
千葉　裕二 2月22日 90歳
松川　　宏 3月 6日 95歳
金野　重一 4月19日 93歳
藤野　宣子 4月22日 89歳
安東　京子 5月 6日 79歳
菊池　律子 6月12日 94歳
及川　正二 6月16日 76歳
佐藤　　壽 6月24日 77歳
松川リヤウ子 7月 1日 95歳
勝部　エイ 8月 8日 100歳

【気仙地区】
千葉　カヨ 2021年 6月 3日 92歳
菅野　直樹 2022年 2月23日 65歳
渡邉　令子 3月 1日 83歳
黄川田世男 3月28日 88歳
石川　守男 4月 4日 86歳
小原　　英 4月 6日 81歳
金　　幸枝 4月 9日 82歳
及川　睦雄 4月12日 91歳
金野　糸子 5月 4日 89歳
今野　敬止 5月16日 87歳
村上喜一郎 5月28日 75歳

【釜石地区】
佐藤　正子 2022年 2月11日 89歳
阿部　　武 2月24日 73歳
佐藤　幸子 3月 2日 76歳
菊池　梶子 3月29日 93歳
菊池　清人 4月29日 90歳
藤井　萬治 6月 2日 91歳

【遠野地区】
佐々木資郎 2022年 2月19日 97歳
菊池　文子 3月 5日 92歳
浅沼　傅一 3月19日 90歳
柿沼　伸吉 4月23日 92歳
廣田　久男 5月 2日 89歳
中野　三井 7月 6日 94歳
尾形　　實 8月13日 87歳

【宮古地区】
髙橋　正直 2022年 2月24日 90歳
鈴木　　宏 3月20日 91歳
織笠　　貞 3月21日 96歳
鈴木　明子 3月29日 76歳
加藤清一郎 4月 8日 91歳
落合　裕昭（津軽石小学校）

5月17日 58歳
伊藤市太郎 5月18日 98歳
佐々木永吉 7月 8日 97歳
沼﨑　　迵 7月17日 91歳
遠藤　泰弘 8月 2日 83歳

【下北地区】
塚越　範和（田野畑小学校）

2022年 2月17日 43歳
【九戸地区】

下町　　薫 2022年 2月20日 93歳
阿部　昭子 3月24日 95歳
村田　仁志 6月25日 89歳
岡田　光也 7月 2日 85歳

【二戸地区】
福勢　彪三 2022年 2月18日 96歳
菅野　榮子 2月20日 93歳
川嶋　貞子 2月23日 94歳
佐藤　芳子 5月23日 94歳
久保田健一 6月 1日 82歳
関　　正昭 6月 4日 93歳
戸舘　壽男 6月18日 97歳

【東京地区】
小田島アイ子 2020年12月30日 80歳
照井多美子 2022年 2月15日 92歳
佐々木静子 2月23日 91歳
大島　武男 3月12日 92歳
髙橋　良子 3月23日 91歳
中村三千男 4月 2日 76歳
及川　和江 4月17日 89歳
千葉　福子 4月22日 96歳
八重樫房雄 5月15日 88歳
久保　昭七 5月28日 90歳
柏崎　貞子 6月11日 93歳
今井　勇一 7月20日 81歳
佐々木　奬 7月23日 80歳

【仙台地区】
猿川　勝夫 2022年 1月 4日 81歳
吉田　　曠 2月 3日 85歳
藤本　秀夫 3月22日 91歳
水原　凡郎 4月19日 90歳
佐藤　正人 5月24日 86歳

【北海度札幌市】
田中　　勤 2022年 5月22日 84歳

【熊本県八代市】
平田　寛満 2022年 4月29日 81歳
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あとがき
　７月後半からの新型コロナウィルスの急速な感染拡大によって、久しぶりの旅行をキャンセルしました。「何
でこの時期の拡大だ！」と「仕方ないな」という気持ちが入り混じっていたが「まあ仕方ない」で気持ちの整
理はつきました。が、キャンセルできない野球の観戦チケットが手元に残った2022年の夏でした。（は）
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思い出の　“フォト”

2022年度各地区会長・事務局長一覧
地区名 　会　長　名 　事務局長名　
盛　岡 谷　藤　　　勇 髙　野　　　泉
岩　手 目　黒　　　泰 山　本　　　顯
紫　波 佐　藤　敏　夫 千　葉　功　一
稗　貫 藤　田　俊　男 菊　池　善　明
和　賀 佐　藤　敞　英 千　葉　　　正
胆　沢 髙　橋　俊　一 及　川　茂　行
江　刺 及　川　永　壽 及　川　功　一
西磐井 佐　藤　軍　治 千　葉　茂　樹
東磐井 佐　藤　　　良 小野寺　　　廣

地区名 　会　長　名 　事務局長名　
気　仙 横　田　祐　佶 三　浦　昌　弘
釜　石 平　田　裕　彌 菅　井　綾　人
遠　野 佐々木　　　譲 湊　　　惠　幸
宮　古 大久保　　　茂 坂　下　正　典
下　北  菊　地　ミツ子
九　戸 入　口　昭　憲 佐々木　裕　毅
二　戸 上　森　一　男 岡　田　敏　夫
東　京 松　淵　　　昂 小田島　洋　子
仙　台 大　山　清　吉 小　川　総一郎

※　今年度の評議員・理事・監事の一覧については、地区連絡会資料（退職会員向け）、退教互の現況
（現職会員向け）に掲載しております。

満100歳!!満100歳!!
おめでとう
　ございます。

おめでとう
　ございます。

 第95号掲載以降、 次の方々も100

歳のお誕生日を迎えられましたの

で、 ご紹介いたします。

… 大川　　一さん
（和賀地区）

 大正11年５月７日生
 昭和58年３月
 黒沢尻北小学校退職

　退職後、故郷西和賀町に戻り、地
域や教え児の皆さんと共に菊づく
り、野菜づくりに取り組み、元気に
過ごしてきました。また、余暇には
「書の道」にも精進し、毎日展等に
も出展、入選し充実した人生を送る
ことができましたとのお手紙をいた
だきました。

玉山　澄子さん
  （盛岡地区）

 大正11年６月９日生
 昭和52年３月
 太田東小学校退職

　現在は施設に入所しており、毎朝
施設の４階から八幡様に向かって祈
りを捧げてから一日が始まるといっ
た生活を送っております。趣味は歌
を唄うこと。レクの時は昔の唱歌を
中心に楽しまれておられるご様子。
皆様に感謝、感謝です。お元気で電
話の声も明るく対応していただきま
した。

本多　あいさん
（胆沢地区）

 大正11年７月12日生
 昭和58年３月
 水沢農業高校退職

　現在はご自宅でご家族とお元気に
お過ごしです。

佐藤　敏子さん
  （釡石地区）

 大正11年５月20日生
 昭和57年３月
 釡石小学校退職

退職後、通信教育で習字、ちぎり
絵、人形作りなどをやり旅行は退教
互、退女教、学生時代の友と80歳ま
で行き、墨絵、ステンドグラス等市
の展示会に出品しボランティアは
平成最後の年までがんばりました。
コーラスグループは現在４名になり
ましたが発表会には出ずに毎週練習
をされているそうです。

伊藤　孝子さん
  （西磐井地区）

 大正11年８月13日生
 昭和54年３月
 徳田小学校退職

　現在、介護施設で車椅子の生活を
送られておられます。コロナ禍で
ご家族も面会ができず、普段の様子
が分からないのですが、時々差入れ
するおやつは楽しみにされていると
か。家族と教員時代の話の中、強烈
な印象は終戦直後墨を塗った教科書
で授業をしたという事でした。この
令和の時代、早く泰平な日々に戻っ
てほしいと願うばかりです。


